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近畿大学工学部建築学科　谷川大輔研究室（歴史意匠研究室）
地域の中で建築・まちづくりを実践

2016年5月、東広島市の福富町で、谷
川大輔講師の歴史意匠研究室を中心とす
る空き家再生プロジェクトが始動した。福
富町は、住民の高齢化や若年層の転出で人
口が減少している中山間地域に該当し、谷
川講師は一昨年、市の職員の紹介で空き家
となっていた築後100年ほどになる民家を
自ら購入した。多くの中山間地域が抱えて
いる過疎化、空き家の増加といった問題を
解決する一つのモデルにしようと、母屋を
地域や学生たちの交流や観光客の宿泊に
使用できる施設にリノベーションする計画
だ。谷川講師は、納屋を自宅に建て替え、母
屋のリノベーション後に家族で移り住む予
定という。

母屋は時を経て現代住宅に改装されて
いたが、床下には昔のいろりや火鉢などが
残されており、それらの再利用も検討して
いる。学生にとっては、母屋の床の解体、納
屋の実測などを通して日本の伝統的民家
の様式、在来工法などを学べるなど、建築・

まちづくりを実践できる有意義な活動と
なっている。

全国紙の地方版、地元紙などが大きく取
り上げ、移住者受け入れ・定住促進、空き家
対策を重点施策に掲げている広島県や東
広島市も、同プロジェクトに着目。市民、行
政との一体事業へと展開を見せている。

東京生まれ、東京育ちの谷川講師が近畿
大学に着任したのは2012年。それまでは

母校・東京理科大学での研究教育、建築家
としての設計活動などに従事していたが、
田舎暮らしをしたいという思いが強くな
り、東広島市にある近畿大学工学部に着任
したという。

谷川講師は「東京と比べ不便かもしれな
いけれど、豊かな自然に囲まれ、季節ごとに
新しい感動を体感しながら生活を送ってい
ます。エゴマをはじめ無農薬野菜、自家製
餌で育てた鶏の卵、地元牧場の乳製品、天
然酵母を使ったパン、地場材の木工などの
特産品も多く、それらのオーナーも、福富こ
だわりの郷グループをつくって、福富町の
良さをPRしています。近年は、道の駅も賑
わい、僕と同じように移住してくる人が結
構いて、まちのさらなる活性化が期待され
ています」と福富町の魅力を説明する。

2017年3月から11月まで広島県が、
中山間地域への共感と誘客促進を主題に
持続可能な地域づくりを目指した「ひろし
ま さとやま未来博 2017」を開催。福富町
エリアの中心施設に、改修中の谷川邸の活
用が予定されている。また住民自治協議会
の「福に富む郷　竹仁」が保有する土地に
市場の開設計画が浮上。一画には、広島大
学の留学生マヤール・デュラモランデ・ギュ
ルバンさんが提案した、土のうを積み重ね
てつくる中東の伝統的建築「アースバッグ・
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ハウス」が完成済みで、近畿大学も広島大
学と共同で新しい市場のプランづくりに参
画している。

他大学と共同で
地域ネットワーク構築
「広島出身ではないので、まずは地域と
のネットワークを作ろうと、広島大学と共

福富町の民家再生プロジェクト。多くの学生が調査、解体に参加し、伝統建築の構成、在来工法などを体得している

同で呉市豊町御手洗、世羅町、尾道市瀬
戸田、東広島市志和町などで学生ワーク
ショップを開催してそれぞれの地域が抱え
ている問題点や課題を洗い出し、今後のま
ちづくりに向けた提案を行ってきました。
これらの活動を通し、具体化したのが、福富
町の空き家再生や志和みはらし公園整備
などのプロジェクトです」

志和町では2014年に、両大学の教員・
学生が地元まちづくり自治協議会からの呼
びかけで、二宮神社の敷地を活用した「志
和みはらし公園」の計画づくり、造成に協
力。その縁で二宮神社の宮司から憩いの場
としての機能を向上させたいという要請を
受け、2016年から境内にある倉庫の休憩
スペースとしての再生をはじめとする公園
の再整備に着手した。小学生から大人まで
を交えたワークショップで要望を拾い上
げ、休憩所となるパーゴラ（日陰棚）を提案。

「来年には実現したい」と谷川講師は話す。
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谷川講師が主宰するゼミの名称は歴史
意匠研究室。今期は修士2年3人、修士1
年1人、学部4年生4人、3年生8人が所属
し、現代日本建築家の設計論、建築・都市
の構成形成、広島県内のまちづくりなどに
ついて専門的な知識を深めている。

設計論の研究は、一人の建築家に焦点を
当てるだけでなく、図書館や劇場、スポー
ツ施設といった用途ごとに建築作品を集
め、それぞれの建築家のコンセプト、デザイ
ン、機能構成などを分析して体系的に整理

する。傾向としてどの用途でも、建築家は
違っても設計アプローチに共通点が多いそ
うだ。

まちづくりの研究では、学生ワーク
ショップなどで学んだ合意形成やマスター
プラン作成の手法などを学術的な成果にま
とめ上げる。同時に、市民や地域社会に対
する建築の専門家としての振る舞い方、プ
レゼンテーション能力を習得する。
「建築は思想であり、より良い社会の構築
に貢献する使命を担っています。しかし、
最近、建築家という言葉がファッションみ
たいになり、本当に社会に役立っているの
か疑問に思っています。格好良さや奇抜さ

も表現形式の一つですが、そのデザインに
社会性がなければ、建築としての存在価値
は認められません。大学が建築家教育を目
指すのであれば、学生時代から社会との接
点が必要です。学生自身がそうした場をつ
くるのは難しいので、指導者としてワーク
ショップなど社会的な活動に身を投じる機
会を創出しています。卒業生には、市民と
一緒に建築の設計やまちづくりにかかわれ
るような人間になってほしいし、自分もさ
らに上のレベルで社会に役立ちたいと考え
ています」

谷川講師は、東広島市の地方創生審議
委員会、大規模小売店立地審議委員会、建
築審査会の委員を務め、昨年11月からは
空き家対策審議会の委員にも任命された。
東広島市に転居して5年。「まだまちづく
りについては、研究と言うより移住者とし
ての個人的なかかわりの方が強く、気持ち
で走っています」と言うものの、着実に地
域にとけ込み活動の幅を広げている。

二宮神社の倉庫再生に着手 志和みはらし公園再整備に向けた谷川研究室の提案

社会に貢献する
建築人を目指す
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地域の人たちとの交流が勉強の刺激に

質問項目　①谷川研究室を選んだ理由　②谷川先生の魅力

橋目悠揮さん
はしめゆうき
修士２年
①意匠系研究室の中で、
いろいろな角度から建築
の意匠を勉強できるゼミ
で、先生からも誘っても
らったのがきっかけ。
②厳しいところと厳しく
ないところのメリハリが
ある。その厳しさは、社
会に出た時に通用できる
人間に育てるためのもの
だと受け止めている。

檜垣政宏さん
ひがきまさひろ
修士２年
①自分たちの代が谷川研
究室の２期生で、当時、
先生自身も東京から来て、
研究テーマを探っている
ようで自由さを感じた。
②学部生時代はある意
味、兄貴的な存在だった。
大学院に進むと上司と部
下の関係に変わったけれ
どフランクで、研究手法、
成果のまとめ方などを一
緒に考えてくれる。

山縣怜史さん
やまがたさとし
修士 2年
①先輩たちのゼミを見る
と、皆が意見を出し合い
とても雰囲気よかった。
②優しく、諭してくれる
先生。

塩澤竜弥さん
しおざわたつや
修士１年
①ワークショップをはじ
め外部に出る活動が多い
ことに惹かれた。
②学生に近い。若々しい
ところが接しやすい。一
方、しっかり厳しく指導
してくれる。

天野友貴さん
あまのゆうき
学部 4年
①過去の建築がどのよう
な思想の元、設計されて
きて、それがどのように
周囲に影響を与えてきた
のかを学びたいと思った。
②何に対しても積極的
で、自分たちの研究に対
しても熱意ある指導をし
てくれ、いつもパワーを
くれる。生徒思いの優し
い先生。

河野友輔さん
こうの
学部４年
①オンとオフがしっかり
しており、生徒と真剣に向
き合ってくれる姿勢に魅
力を受けた。社会人の見本
として尊敬できる存在。
②意匠のゼミで実践的に
製図ができるのは、他に
はないと思った。プロ
ジェクトを持ったこのゼ
ミでさまざまな力を培う
ことができた。

田中聖人さん
たなかまさと
学部３年
① 設計演習やワーク
ショップを通じて先生や
先輩方と知り合い、研究に
取り組んで行く上で、ゼミ
の雰囲気がもっとも自分
に合っていると考えた。
②情熱を持って物事に取
り組む姿勢がすばらし
い。まじめさだけでなく
学生が共感できるような
ユーモアにあふれてい
て、とても接しやすい。

守本怜矢さん
もりもとれいや
学部４年　
①まちづくりに興味があ
り、建築と地域のつなぎ
方や建築の社会での有用
性を追求したいと考えた。
②大学の中でも一番パワ
フル。地域の方からのさ
まざまな要望に対し、す
ぐに「yes」と言える人間
力がある。

林武志さん
はやしたけし
学部３年
①学内だけでなく学外の活
動も多くあり、社会に出た
ときに役に立つ経験がたく
さんつめると考えた。
②困ったことがあれば優
しく相談に乗ってくれ
る。間違ったことには
しっかりと注意し、正し
い道に導いてくれる。

井村美穂さん
いむらみほ
学部 3年
①まちづくりや古民家再
生などさまざまなことをゼ
ミ室のメンバーや地域の
方々と協力して活動して
いくことに魅力を感じた。
②さまざまなことに意欲
的に取り組まれていて、
いつも建築に対して情熱
的に指導してくれる。

毛利展さん
もうりひろ
学部３年
①研究室に集まりみんな
で意見を出し合って一つ
の物を作っていくことに
魅力を感じた。
②ダメな部分は厳しく
言っていただけるける反
面、とてもフランクで良
い物を作りたいと人一倍
情熱的。

影山雅稀さん
かげやままさき
学部３年
①志和のプロジェクトや
福富のプロジェクトな
ど、他では経験できない
ことが経験でき、学校内
ではなく学校外の活動に
も力をいれている。
②生徒とともに笑い、と
もに考えてくれる。

森脇大揮さん
もりわきたいき
学部３年
①建築の意匠に興味があ
ることと、古民家再生な
どのワークショップに参
加したかった。
②とても接しやすく、生
徒の目線でいてくれるの
で自分たちでも意見を出
しやすい。

川口椋太郎さん
かわぐちりょうたろう
学部３年
①歴史意匠研究室では、
いろいろなプロジェクト
があり、参加してみて先
輩・後輩がいっしょに
なって取り組めたことに
興味を持った。
②他の大学の先生よりも
若いので、授業内容や考
え方に新鮮さがある。熱
く語ってくれるので心に
響いてくる。

佐藤悠人さん
さとうゆうと
学部３年
①志和などでのプロジェ
クトで自分たちの計画し
たものが実際に形になる
という研究室の活動に魅
力を感じた。
②厳しくも優しい。厳し
く指導もされるが、一方
で自分たちの疑問・相談
について一緒に考えてく
れる。

上西芳明さん
うえにしよしあき
学部 4年
①意匠設計の勉強ができ
ることと、授業で学生に
対して熱意をもって接し
ており、1から丁寧に指
導してくれるところに魅
力を感じた。
②若々しく、学生に対し
てフレンドリー。指導して
くれる時には熱意をもっ
て本気で接してくれる。

11 月、取材時に

後期配属のB3生新メンバー

も参加してくれました！


